
地球温暖化防止の

ために地方行政と

して何をすべきか

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ　

安
藤
多
恵
子

　

問　

地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
環
境
へ

の
影
響
は
、
今
や
待
っ
た
な
し
の
状
況
で

あ
る
。そ
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
は
、

一
人
一
人
の
努
力
や
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
で
排
出
量
を
削
減
で
き
る
と
の
こ
と
だ

が
、
足
元
か
ら
の
行
動
と
し
て
地
方
行
政

と
し
て
何
を
す
べ
き
か
。具
体
策
と
し
て
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
事
業
と
し
て
環

境
と
経
済
の
両
立
を
図
る
エ
ス
コ
事
業
や

太
陽
光
発
電
補
助
事
業
、
環
境
学
習
と
し

て
も
有
効
な
学
校
に
お
け
る
緑
の
カ
ー
テ

ン
事
業
を
実
施
す
る
考
え
は
。
ま
た
、
五

回
連
続
で
参
加
し
て
い
る
環
境
首
都
コ
ン

テ
ス
ト
の
結
果
を
検
証
す
べ
き
で
は
。

　

答　

温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
が
、
先

進
国
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ

な
ど
の
都
市
で
も
行
わ
れ
て
い
る
中
、
本

市
で
も
、
京
都
議
定
書
に
定
め
る
二
酸
化

炭
素
の
排
出
削
減
に
貢
献
で
き
る
事
業
を

展
開
し
て
い
く
。
ま
た
、
エ
ス
コ
事
業
や

太
陽
光
発
電
は
、
市
役
所
で
実
施
で
き
る

か
調
査
す
る
と
と
も
に
、
市
民
や
事
業
者

に
ア
ピ
ー
ル
し
、導
入
の
促
進
に
努
め
る
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
は
、
管
理
面
か
ら
学

校
で
の
実
施
は
難
し
い
と
考
え
る
。ま
た
、

環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
五
回
の
参
加

で
把
握
し
た
各
市
の
先
進
事
例
を
活
か
す

（３） 平成１９年（２００７年）６月　　　　　　　　　市　議　会　報　あ　や　せ　　　　　　　　　　　第１３５号　　　　　　

よ
う
、各
部
署
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

（
他
に
「
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
を
健
全

か
つ
安
心
に
し
て
い
く
た
め
に
」
「
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
対
応
の
窓
口
を
設
置

し
て
は
」
を
質
問
）

財源不足を補てん

するため市有財産

を有効活用しては

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ　

増
田
淳
一
郎

　

問　

市
は
今
後
不
足
す
る
財
源
を
補
て

ん
す
る
た
め
、
市
有
財
産
の
有
効
活
用
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
内
の
保
留
地
や
市
有
地
を
売
却
し
、

購
入
す
る
市
外
の
人
や
市
内
建
設
業
者
に

建
築
依
頼
し
た
転
居
者
に
優
遇
措
置
を
設

け
る
こ
と
で
、
市
有
地
の
有
効
活
用
だ
け

で
な
く
人
口
増
加
や
産
業
振
興
も
図
れ
る

と
思
う
。
さ
ら
に
、
民
地
に
隣
接
す
る
狭

い
未
利
用
市
有
地
を
隣
接
地
権
者
に
売
却

す
る
考
え
は
ど
う
か
。
ま
た
、
議
会
棟
南

側
広
場
の
有
料
貸
し
出
し
や
利
用
者
外
の

駐
車
で
満
車
状
態
に
あ
る
風
車
公
園
等
駐

車
場
の
有
料
化
は
ど
う
か
。
ま
た
、
バ
ス

や
共
用
車
へ
の
広
告
掲
載
が
始
め
ら
れ
た

が
、
そ
の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

　

答　

市
有
財
産
に
は
、
行
政
財
産
と
普

通
財
産
が
あ
り
、
法
令
に
基
づ
き
適
正
に

管
理
運
用
等
を
し
て
い
る
。
市
で
は
昨
年

一
月
に
未
利
用
市
有
地
利
用
計
画
を
策
定

し
、
貸
し
付
け
や
売
り
払
い
な
ど
で
財
源

確
保
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
提
案
の
優

遇
措
置
で
は
、
現
行
の
住
宅
資
金
の
利
子

補
給
等
以
外
は
考
え
て
な
い
。
な
お
、
保

留
地
は
普
通
財
産
と
は
異
な
る
用
地
で
区

画
整
理
事
業
用
の
資
金
と
な
る
。
広
場
は

行
政
財
産
と
い
う
趣
旨
か
ら
営
利
目
的
の

貸
し
出
し
は
難
し
く
、
駐
車
場
の
有
料
化

も
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。
有
料
広

告
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
は
じ
め
、
今

年
か
ら
玄
関
マ
ッ
ト
や
車
両
に
も
募
集
し
、

現
在
応
募
者
の
書
類
審
査
中
で
あ
る
。

さらなる経済の活

性化に向け新たな

工業用地の確保を

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ　

青
�　

愼

　

問　

本
市
は
、
都
心
に
近
い
な
ど
の
地

理
的
要
素
か
ら
、
空
き
工
場
に
つ
い
て
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
よ
う
に
、
現
在
も
工
業

用
地
の
需
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、

さ
ら
な
る
経
済
の
活
性
化
に
は
、
新
た
な

工
業
系
産
業
用
地
が
不
可
欠
で
あ
り
、
イ

ン
タ
ー
設
置
後
は
東
名
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

良
く
、
農
用
地
や
市
街
化
調
整
区
域
が
広

が
る
落
合
地
区
の
行
政
境
付
近
や
吉
岡
東

地
区
が
適
当
と
考
え
る
。施
政
方
針
で
は
、

工
業
系
土
地
利
用
の
拡
大
が
、ま
た
、「
あ

や
せ
プ
ラ
ン　

」
で
は
、
先
進
的
工
業
、

２１

研
究
開
発
事
業
の
誘
致
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
新
た
な
雇
用
を
生
み
、
地
域
振
興
に

つ
な
が
る
企
業
誘
致
の
考
え
方
は
。

　

答　

地
域
経
済
の
活
性
化
や
安
定
的
な

財
源
確
保
、
雇
用
面
か
ら
優
良
企
業
の
誘

致
が
必
要
だ
が
、
市
内
に
空
き
工
場
用
地

は
な
い
。
こ
の
た
め
、
新
た
な
用
地
の
確

保
が
先
決
の
課
題
で
あ
り
、
現
在
、
関
係

各
課
と
そ
の
手
法
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
二
十
二
年
に
工
業
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
過

程
の
中
で
具
体
的
な
課
題
の
把
握
や
手
法

の
研
究
を
実
施
し
た
い
。
な
お
、
提
案
の

落
合
地
区
は
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

新
産
業
拠
点
に
位
置
づ
け
て
お
り
、
来
年

度
は
、
地
権
者
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

土
地
利
用
の
構
想
案
を
ま
と
め
た
い
。

（
他
に「
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
」

「
（
仮
称
）稲
荷
山
運
動
公
園
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

新
時
代
あ
や
せ
プ
ラ
ン　

前
２１

期
基
本
計
画
の
進
ち
ょ
く
は

公
明
党　
　
　
　

矢
部　

と
よ
子

　

問　

地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
そ
の

地
域
の
将
来
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人

々
が
構
想
す
る
時
代
と
な
り
、
着
実
な
政

策
が
大
事
で
あ
る
。
本
市
は
、
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
計
画
な
ど
の
推
進
に
よ
り
、
成
熟

し
た
都
市
に
向
け
着
実
に
歩
ん
で
い
る
が
、

市の鳥「かわせみ」

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
明
確
な
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
「
新
時
代
あ

や
せ
プ
ラ
ン　

」
の
基
本
構
想
、
前
期
基

２１

本
計
画
は
、
綾
瀬
の
将
来
都
市
像
に
向
け

て
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
で
、
前
期
基
本
計

画
の
期
間
も
あ
と
四
年
で
あ
る
が
、
そ
の

進
ち
ょ
く
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
長

は
、
九
つ
の
政
策
の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
が
、就
任
二
年
半
余
が
経
過
し
た
中
で
、

そ
の
手
ご
た
え
は
ど
う
か
。

　

答　

「
新
時
代
あ
や
せ
プ
ラ
ン　

」は
、

２１

本
市
の
将
来
都
市
像
を
「
緑
と
文
化
が
薫

る
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
あ
や
せ
」
と
定
め
、

施
策
の
展
開
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
も
市

民
協
働
を
基
本
に
、
市
民
本
位
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
指
針
と
な
る

前
期
基
本
計
画
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

四
年
間
の
実
施
計
画
を
作
成
し
た
。
そ
の

中
で
、
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
の

五
項
目
を
重
点
方
針
と
し
て
定
め
、
着
実

に
計
画
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
公
約

で
あ
る
九
つ
の
政
策
は
、
市
の
方
針
と
位

置
付
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
二
年
目
で

約
六
割
を
実
施
、
着
手
す
る
こ
と
が
で
き

た
。残
り
四
割
は
、早
期
実
現
に
向
け
て
、

よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
い
く
。

早
川
城
山
地
区
の
豚
舎
の
移

転
や
抜
本
的
な
環
境
対
策
を

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ　

内
藤　

寛

　

問　

早
川
城
山
地
区
住
民
か
ら
隣
接
す

る
豚
舎
の
関
係
で
平
成
十
六
年
と
今
回
の

二
回
要
望
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
丸
見
え

の
豚
舎
と
あ
の
臭
気
で
は
地
域
住
民
の
日

常
の
生
活
が
大
変
と
は
思
う
が
、
反
面
、

養
豚
は
本
市
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

何
十
年
と
そ
こ
で
営
ん
で
き
た
も
の
で
あ

る
。
畜
産
農
家
と
周
辺
住
民
の
間
で
紛
争

が
心
配
さ
れ
る
中
、
付
近
に
医
療
機
関
も

開
業
し
て
き
て
お
り
、
環
境
面
か
ら
も
ど

う
か
と
思
う
。
臭
気
対
策
を
す
る
に
も
農

地
の
真
ん
中
な
ど
に
移
転
す
る
に
も
経
営

者
個
人
で
は
無
理
が
あ
り
、
行
政
の
力
が

必
要
と
思
う
が
、
移
転
等
の
考
え
や
抜
本

的
な
環
境
対
策
を
講
じ
る
考
え
は
。

　

答　

移
転
に
つ
い
て
は
、
早
川
城
山
地

区
の
豚
舎
を
含
む
市
内
養
豚
農
家
数
戸
が
、

厚
木
基
地
南
側
国
有
地
へ
の
移
転
計
画
を

進
め
て
き
た
が
、
予
定
地
の
一
部
に
相
続

税
納
税
猶
予
設
定
等
の
問
題
や
移
転
先
周

辺
住
民
へ
の
臭
気
対
策
等
か
ら
早
期
実
現

が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
市
内
に

候
補
地
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
紹
介
願
い
た
い
。

ま
た
、
当
該
畜
産
農
家
は
、
現
在
も
継
続

し
て
畜
舎
内
外
の
消
臭
、
消
毒
の
励
行
、

消
臭
剤
混
入
餌
等
に
よ
り
臭
気
対
策
を
講

じ
て
い
る
が
、さ
ら
に
関
係
機
関
と
協
議
、

検
討
し
て
き
た
オ
ゾ
ン
水
の
設
備
を
試
験

導
入
し
、
臭
気
対
策
を
図
っ
て
い
く
。

（
他
に
「
綾
西
小
学
校
の
通
学
路
に
つ
い

て
」
「
四
九
一
号
線
の
道
路
整
備
に
つ
い

て
」
を
質
問
）

第１７回綾瀬市書道協会展が、７階市民展示ホールで開催されました。訪れた市民が珠玉の
５５作品を熱心に鑑賞していました
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一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し
て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
３
月　

日
・　

日
の
本
会
議
で　

人
の
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
、
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

１５

１６

１５

し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁
の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
５
面
ま
で
続
き
ま
す
）
。


